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白
い
手
の
猿
が
大
や
け
ど

の
子
ど
も
を
治
し
た
こ
と
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
る
、
群
馬

県
の
猿
ヶ
京
温
泉
。
関
東
〜

新
潟
の
交
通
の
要
衝
だ
っ
た

「
三
国
峠
」
に
近
く
、
上
杉

謙
信
も
そ
の
湯
に
浸
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
こ
の
温
泉
地
で

人
気
な
の
が
「
豆
腐
懐
石
猿

ヶ
京
ホ
テ
ル
」
（
持
谷
明
宏

社
長
）
だ
。
料
理
に
加
え
、

女
将
ら
「
語
り
部
」
が
囲
炉

裏
端
で
語
る
民
話
も
名
物
と

し
て
名
高
い
。

落
ち
着
い
た
空
間
と
も
て

な
し
が
好
評
の
同
館
は
、
露

天
風
呂
付
き
の
特
別
室
や
和

室
の
ほ
か
、
ツ
イ
ン
室
や
和

洋
室
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

豊
か
な
部
屋
を
備
え
て
い
る

点
も
特
徴
。
年
配
客
や
女
性

グ
ル
ー
プ
、
家
族
連
れ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
客
層
に
対
応
し

て
い
る
こ
と
も

人
気
の
理
由

だ
。こ

の
う
ち
１２

部
屋
あ
る
和
洋

室
は
今
年
５
月

に
全
面
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
。
ベ
ッ

ド
に
は
新
た
に

羽
根
布
団
を
使

っ
た
「
デ
ュ
ベ

ス
タ
イ
ル
」
を

採
用
し
、
就
寝

時
の
快
適
性
に

こ
だ
わ
っ
た
。

ま
た
各
部
屋
ト
イ
レ
の
ド
ア

を
引
き
戸
に
し
た
り
、
３２
型

の
液
晶
テ
レ
ビ
を
導
入
し
た

り
す
る
な
ど
、
多
く
の
宿
泊

者
に
よ
り
心
地
良
く
過
ご
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
。

「
地
元
の
優
れ
た
も
の
を

訪
れ
た
方
に
紹
介
す
る
の
が

宿
の
使
命
」
と
話
す
持
谷
社

長
。
館
内
に
民
芸
調
の
家
具

や
絹
織
物
で
有
名
な
桐
生
市

の
糸
車
を
飾
る
な
ど
、
猿
ヶ

京
の
素
朴
で
温

か
な
雰
囲
気
を

感
じ
な
が
ら
く

つ
ろ
い
で
も
ら

え
る
よ
う
工
夫

に
余
念
が
な

い
。７

月
に
は
客

室
を
中
心
に
館

内
装
飾
を
一

新
。
三
国
街
道

で
猿
ヶ
京
と
つ

な
が
る
新
潟
県

小
千
谷
市
の

「
小
千
谷
ち
ぢ
み
」
を
、
テ

ー
ブ
ル
ラ
イ
ナ
ー
や
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
な
ど
に
採
用
し
た
。

ち
ぢ
み
の
や
さ
し
い
風
合
い

が
、
柔
ら
か
で
素
朴
な
雰
囲

気
を
演
出
す
る
。

ま
た
最
上
階
に
あ
る
１４
畳

の
広
々
と
し
た
和
室
に
は
、

広
縁
に
ミ
ズ
ナ
ラ
材
で
で
き

た
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
を
置
い

た
。
同
県
内
の
木
工
作
家
に

特
注
し
た
と
い
う
こ
だ
わ
り

の
品
は
、
オ
イ
ル
仕
上
げ
で

木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
も
の
だ
。

宿
の
き
め
細
か
な
雰
囲
気

作
り
は
、
静
か
に
ゆ
っ
た
り

過
ご
し
た
い
女
性
客
の
心
を

確
実
に
つ
か
ん
で
い
る
。

▽
猿
ヶ
京
ホ
テ
ル
は
群
馬

県
利
根
郡
み
な
か
み
町
猿
ヶ

京
温
泉
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静
岡
県
・
稲
取
温
泉
の
い

な
と
り
荘
（
村
木
千
之
助
社

長
）
は
、
全
室
海
に
面
し
た

客
室
や
８
階
建
て
の
温
泉
専

用
棟
、
旬
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
な
ど
魅
力
が
多
い
宿
だ

が
、
特
に
料
理
に
は
こ
だ
わ

り
と
自
信
を
持
っ
て
い
る
。

夕
食
は
、
旬
の
魚
５
種
類

か
ら
１
種
類
を
客
に
選
ん
で

も
ら
い
御
造
り
に
す
る
サ
ー

ビ
ス
が
好
評
だ
。
素
材
は
、

朝
、
稲
取
近
海
で
採
れ
た
海

の
幸
。
メ
ー
ン
料
理
も
同
様

に
伊
勢
海
老
、
和
牛
な
ど
季

節
変
わ
り
の
グ
リ
ル
料
理
４

種
類
か
ら
選
べ
る
と
人
気
が

高
い
。

朝
食
は
和
洋
中
５０
種
類
の

バ
イ
キ
ン
グ
。
中
で
も
パ
ン

は
自
家
製
の
焼
き
た
て
で
評

判
が
い
い
。ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、

レ
ー
ズ
ン
パ
ン
、
ハ
ム
チ
ー

ズ
パ
ン
、
紫
芋
パ
ン
な
ど
約

６
種
類
を
用
意
す
る
。

ゆ
っ
く
り
し
た
い
と
い
う

宿
泊
客
の
要
望
に
こ
た
え
チ

ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
正
午
１２

時
。
心
配
り
も
忘
れ
な
い
宿

だ
。▽

い
な
と
り
荘
は
静
岡
県

賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
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５
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赤
谷
湖
畔
に
位
置
す
る
同
館

選
べ
る
御
造
り
が
好
評

素
朴
で
温
か
な
雰
囲
気
づ
く
り

改
装
し
た
柔
ら
か
な
雰
囲
気
の
和
洋
室

地元の旬の海の幸を使った夕食

従
業
員
の
接
客
の
良
さ
が

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の

が
山
梨
県
・
富
士
河
口
湖
温

泉
の
「
若
草
の
宿
丸
栄
」（
渡

辺
昭
夫
社
長
）
だ
。
「
宿
は

舞
台
、
お
迎
え
す
る
私
た
ち

は
役
者
」
と
い
う
考
え
の
も

と
、
日
々
の
従
業
員
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

あ
る
サ
イ
ト
の
ク
チ
コ
ミ

情
報
に
、
丸
栄
の
接
客
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

感
想
が
載
っ
て
い
た
。

「
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
た

時
、
近
く
ま
で
駆
け
寄
っ
て

き
て
『
お
撮
り
し
ま
し
ょ
う

か
』
と
写
真
を
撮
っ
て
く
れ

た
。
外
出
す
る
時
も
、
近
く

に
い
た
仲
居
さ
ん
が
整
列
し

て
１
回
１
回
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
た
。
若
い
人
た
ち
が
多

い
の
に
、
礼
儀

正
し
く
上
品

で
、
教
育
が
し

っ
か
り
行
き
届

い
て
い
る
感
じ

が
し
た
」

宿
泊
客
の
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン

（
開
演
）
か
ら

チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ

ト
（
カ
ー
テ
ン

コ
ー
ル
）
ま
で

を
１
回
の
舞
台

公
演
に
例
え
、

そ
の
中
で
「
従

業
員
（
役
者
）

は
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
台
本
）
通

り
の
動
き
に
加
え
、
そ
れ
以

上
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
（
ア
ド

リ
ブ
）
で
お
客
様
を
満
足
さ

せ
る
」
こ
と
を
目
指
す
。

そ
の
た
め
従
業
員
教
育
に

は
特
に
力
を
入
れ
る
。
「
基

本
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
応

用
は
で
き
な
い
」
と
い
う
信

念
の
も
と
、
接

客
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
日
夜
改
善

し
、
そ
れ
を
徹

底
的
に
仕
込
む

が
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
人
間
に
な
ら

な
い
よ
う
、
現

場
で
の
実
践
指

導
も
怠
ら
な

い
。
ま
た
、
短

期
間
で
即
戦
力

に
仕
上
げ
る
た

め
に
、
研
修
で

は
進
行
シ
ー
ト

を
用
い
て
、
学

ん
だ
こ
と
の
理
解
度
や
習
熟

度
を
そ
の
都
度
把
握
さ
せ
、

週
１
回
ペ
ー
ス
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
く
。

「
旅
館
に
は
衣
食
住
を
提

供
し
、
さ
ら
に
お
客
様
の
命

を
お
預
か
り
す
る
責
務
が
あ

る
。
お
客
様
に
『
こ
の
人
な

ら
任
せ
て
大
丈
夫
』
と
安
心

し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
ま

で
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル

を
高
め
る
」
と
目
標
を
高
く

掲
げ
る
。

「
人
（
お
客
様
）
が
人
（
従

業
員
）
に
癒
さ
れ
る
宿
を
目

指
し
て
お
り
、
喜
ば
れ
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
る
ス
タ
ッ

フ
の
成
長
を
見
る
の
が
一
番

嬉
し
い
」
と
同
館
は
い
う
。

▽
若
草
の
宿
丸
栄
は
山
梨

県
南
都
留
郡
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士
河
口
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超
軟
水
の
強
ア
ル
カ
リ
源

泉
に
恵
ま
れ
た
「
飲
泉
、
自

家
源
泉
か
け
流
し
の
秘
湯
・

観
音
温
泉
」
（
鈴
木
和
江
社

長
）。す
べ
す
べ
し
た
肌
合
い

の
泉
質
は
体
に
染
み
透
り
、

入
浴
の
ほ
か
飲
用
に
も
適
し

て
い
る
。
山
間
に
佇
む
宿
は

体
も
心
も
癒
し
て
く
れ
る
。

本
館
（
１７
室
）
は
昨
年
８

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば

か
り
。
こ
の
う
ち
１２
室
は
、

浴
槽
か
ら
床
、
天
井
に
至
る

ま
で
檜
を
贅
沢
に
使
っ
た
半

露
天
風
呂
付
き
。
さ
ら
に
２

室
は
３
世
代
の
家
族
客
に
対

応
し
た
部
屋
で
半
露
天
風
呂

に
加
え
て
足
湯
も
あ
り
、
オ

ー
プ
ン
以
来
人
気
を
呼
ん
で

い
る
。
本
館
の
ほ
か
に
も
新

館
と
離
れ
を
備

え
て
い
る
。

観
音
温
泉
は

健
康
、
美
容
へ

の
効
能
で
注
目

さ
れ
て
い
る
。

体
調
が
整
い
、

肌
が
つ
る
つ
る

に
な
る
と
評

判
。
飲
用
で
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

入
り
「
飲
め
る

観
音
温
泉
」
を

商
品
化
し
、
東

京
メ
ト
ロ
の
売

店
な
ど
で
も
販

売
中
だ
。

▽
観
音
温
泉
は
静
岡
県
下

田
市
横
川
１
０
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２
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湖
（
う
み
）
の
湯

体
に
染
み
透
る
泉
質

「
宿
は
舞
台
、私
た
ち
は
役
者
」

豪
壮
ア
ル
プ
ス
の
湯

本
館
客
室
に
設
置
の
半
露
天
風
呂

静
岡
県
浜
名
湖
畔
、
舘
山

寺
（
か
ん
ざ
ん
じ
）
温
泉
を

代
表
す
る
宿
が
遠
鉄
グ
ル
ー

プ
の
ホ
テ
ル
九
重
（
竹
山
英

夫
社
長
）
だ
。
遊
覧
船
、
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
、
遊
園
地
パ
ル

パ
ル
な
ど
周
辺
に
多
く
の
観

光
施
設
が
あ
り
、
観
光
の
拠

点
と
し
て
、
年
中
多
く
の
客

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

同
ホ
テ
ル
の
特
徴
は
自
家

源
泉
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
温
浴
施
設
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
だ
。

温
泉
は
ホ
テ
ル
の
敷
地

内
、
地
下
１
８
５
０
�
か
ら

わ
き
出
て
い
る
天
然
の
「
療

養
温
泉
」
だ
。
こ
の
療
養
温

泉
と
は
、
有
効
成
分
の
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
「
温
泉
」
に

指
定
さ
れ
た
も
の
を
、
さ
ら

に
厳
し
い
ふ
る

い
に
か
け
た
も

の
で
、
通
常
の

温
泉
よ
り
医
療

的
な
効
果
が
一

層
期
待
で
き
る

と
い
う
。
源
泉

の
温
度
は
４１
・

６
度
で
、
泉
質

は
「
ナ
ト
リ
ウ

ム
・
カ
ル
シ
ウ

ム
塩
化
物
温
泉

（
食
塩
泉
）」。

ミ
ネ
ラ
ル
成
分

が
肌
に
入
り
や

す
く
、
体
に
た
ま
っ
た
老
廃

物
を
排
せ
つ
す
る
と
い
う
。

館
内
の
大
浴
場
は
２
カ
所

で
、
男
女
入
れ
替
え
制
。
い

ず
れ
も
こ
の
療
養
温
泉
を
、

加
水
せ
ず
に
使
っ
て
い
る
。

大
浴
場「
遠
州
絵
巻
の
湯
」

は
、
安
藤
広
重
の
浮
世
絵
の

世
界
を
繊
細
優
美
な
ガ
ラ
ス

絵
で
表
現
し
た
、
純
和
風
空

間
。
日
本
３
大

美
林
の
ひ
と
つ

「
天
竜
杉
」
を

使
っ
た
７
つ
の

内
湯
の
ほ
か
、

舟
形
の
か
け
流

し
露
天
風
呂
、

鍾
乳
石
の
露
天

風
呂
を
持
つ
。

大
浴
場
「
大

正
浪
漫
の
湯
」

は
、
ク
ラ
シ
カ

ル
モ
ダ
ン
な
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス

を
窓
と
天
井
に

配
し
た
大
正
ロ

マ
ン
風
の
お
し
ゃ
れ
な
浴

場
。
日
本
初
と
い
う
天
然
鉱

石
を
使
っ
た
風
呂
を
は
じ

め
、
８
つ
の
内
湯
を
持
つ
。

こ
の
ほ
か
貸
し
切
り
の
個

室
風
呂
と
露
天
風
呂
、
足
湯

を
備
え
る
。

さ
ら
に
姉
妹
館
の
遠
鉄
ホ

テ
ル
エ
ン
パ
イ
ア
の
「
ダ
イ

ダ
ラ
ボ
ッ
チ
の
湯
」
も
、
同

ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
は
利
用
で

き
る
。

温
泉
自
慢
の
同
ホ
テ
ル
は

料
理
自
慢
で
も
あ
る
。
浜
名

湖
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
中
心

に
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ
え
、
い

け
す
割
烹
、
個
室
料
亭
、
宴

会
場
な
ど
、
旅
の
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
て
好
み
の
会
場
を

選
ん
で
食
べ
て
も
ら
う
。

▽
ホ
テ
ル
九
重
は
静
岡
県

浜
松
市
西
区
舘
山
寺
町
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全
客
室
か
ら
清
流
日
本
一

に
輝
い
た
黒
部
川
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
る
富
山
県
、
宇

奈
月
温
泉
の
「
延
楽
」
（
濱

田
浩
志
社
長
）
。
延
楽
で
は

黒
部
川
の
名
水
が
育
ん
だ
海

と
山
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

い
、
四
季
折
々
の
料
理
を
提

供
す
る
。
名
水
か
ら
生
ま
れ

た
「
せ
せ
ら
ぎ
料
理
」
は
富

山
湾
の
海
と
山
の
恵
を
生
か

し
た
こ
だ
わ
り
の
料
理
プ
ラ

ン
。
自
然
の
恩
恵
は
体
と
心

に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
。

せ
せ
ら
ぎ
料
理
プ
ラ
ン

は
、
黒
部
川
の
伏
流
水
を
含

ん
だ
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
魚
介

類
や
風
味
あ
る
名
水
豆
腐
を

素
材
に
献
立
メ
ニ
ュ
ー
を
考

え
る
。
特
に
、

豆
乳
と
名
水
ポ

ー
ク
を
仕
立
て

た
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
は
人
気
の
逸

品
。
食
材
の
源

と
な
る
名
水

が
、
一
品
一
品

の
料
理
の
お
い

し
さ
を
引
き
立

た
せ
る
。
調
理

長
は
舌
で
味
わ

う
喜
び
だ
け
で

な
く
、
目
に
映

る
華
や
か
さ
ま

で
丹
念
に
料
理

を
仕
上
げ
て
い

く
。▽

延
楽
は
富
山
県
黒
部
市

宇
奈
月
温
泉
３
４
７
�
１
。
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遠
州
絵
巻
の
湯

名
水
が
育
む
海
と
山
の
幸

自
家
源
泉
の「
天
然
療
養
温
泉
」

ホ
テ
ル
九
重
の
外
観

名
水
ポ
ー
ク
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

大
切
な
人
と
極
上
の
時
間

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
想
い
で

高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
（
新

谷
尚
樹
社
長
）は
今
年
の
春
、

贅
を
極
め
た
フ
ロ
ア
を
新
た

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
飛
騨
高

山
を
感
じ
て
も
ら
え
る
一
工

夫
が
随
所
に
施
さ
れ
た
「
天

領
閣
別
邸
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ロ

ア
ズ
」
。
北
ア
ル
プ
ス
を
借

景
に
し
た
客
室
で
一
般
の
客

室
と
は
一
線
を
引
き
、
格
式

高
い
部
屋
と
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。
ホ
テ
ル
に
た
ど
り

着
い
た
瞬
間
か
ら
ゲ
ス
ト
の

上
質
な
旅
が
始
ま
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ロ
ア
ズ
は

一
般
客
と
は
異
な
る
、
専
用

フ
ロ
ン
ト
や
ロ
ビ
ー
を
設
け

て
い
る
。
待
ち
時
間
な
く
、

快
適
に
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ロ
ア

ズ
に
導
く
サ
ー

ビ
ス
が
充
実
。

プ
レ
ミ
ア
ム
フ

ロ
ア
ズ
に
は
誰

も
が
立
ち
入
れ

る
訳
で
は
な

い
。
上
質
な
サ

ー
ビ
ス
を
求
め

る
客
の
み
、
和

館
本
館
７
階
〜

９
階
を
利
用
で

き
る
の
だ
。
全

１８
室
５０
人
収
容

の
客
室
は
、
８

種
類
の
コ
ン
セ

プ
ト
ル
ー
ム
と

な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
最

上
階
に
あ
る
露
天
風
呂
付
特

別
和
洋
室
は
曲
げ
木
の
座
イ

ス
や
飛
騨
春
慶
な
ど
飛
騨
の

匠
の
技
が
部
屋
の
所
々
で
見

ら
れ
る
。
特
注
で
造
っ
た
信

楽
焼
の
露
天
風
呂
で
、
北
ア

ル
プ
ス
や
飛
騨
の
里
山
を
眺

め
な
が
ら
の
入
浴
は
贅
の
極

み
。客

室
に
は
デ

ラ
ッ
ク
ス
ツ
イ

ン
ル
ー
ム
以
外

の
全
客
室
に
露

天
風
呂
が
付

く
。
Ｄ
字
型
と

な
っ
て
い
る
バ

ス
タ
ブ
は
こ
し

か
け
て
北
ア
ル

プ
ス
を
眺
め
ら

れ
る
よ
う
に
、

工
夫
を
凝
ら
し

た
。
音
に
反
応

す
る
揺
ら
ぎ
灯

籠
が
心
地
よ
く

照
ら
し
、
入
浴
中
の
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
を
高
め
る
。

高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
は

今
年
、開
業
３５
周
年
を
迎
え
、

７
月
５
日
に
全
線
開
通
し
た

東
海
北
陸
自
動
車
道
を
通
る

周
遊
型
観
光
の
弾
み
に
期
待

し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ロ
ア
ズ

の
オ
ー
プ
ン
に
至
っ
た
。
交

通
の
利
便
性
が
向
上
し
、
北

陸
の
名
旅
館
と
連
泊
す
る
客

が
増
え
る
動
き
を
見
据
え
、

新
谷
社
長
は
「
き
め
細
か
な

お
も
て
な
し
を
強
み
に
、
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
求
め
る
客
の

要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
」

と
富
裕
層
向
け
の
誘
客
に
意

気
込
み
を
語
る
。

▽
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル

は
岐
阜
県
高
山
市
西
之
一
色

町
２
�
１
８
０
。
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「
海
游

能
登
の
庄
」（
大

向
洋
紀
社
長
）
で
は
、
能
登

の
旬
の
味
を
輪
島
塗
の
漆
器

で
堪
能
で
き
る
。
地
元
の
食

材
を
知
り
抜
い
た
板
長
が
腕

を
ふ
る
う
創
作
懐
石
料
理

「
能
登
味
彩
」
と
、
囲
炉
裏

を
切
っ
た
個
室
で
楽
し
め
る

炉
端
料
理
が
選
べ
る
。

四
季
を
通
じ
て
新
鮮
な
海

の
幸
が
並
ぶ
。
夏
は
貝
類
が

豊
富
で
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、

シ
タ
ダ
メ
な
ど
。
囲
炉
裏
で

火
を
通
す
ア
ワ
ビ
の
踊
り
焼

き
も
絶
品
。
９
月
に
入
る
と

底
引
き
漁
が
始
ま
り
、
ヒ
ラ

メ
な
ど
が
揚
が
る
。
秋
以
降

は
、
地
元
で
「
加
能
ガ
ニ
」

と
呼
ぶ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
寒
ブ

リ
が
う
ま
い
。
冬
場
は
カ
ジ

メ
、
ジ
ン
バ
ソ

ウ
、
ア
オ
サ
な

ど
の
海
藻
を
鍋

や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ

ぶ
に
す
る
郷
土

料
理
が
ヘ
ル
シ

ー
だ
と
評
判

だ
。輪

島
市
内
に

は
小
さ
な
酒
蔵

が
５
つ
あ
り
、

都
市
部
に
出
回

ら
な
い
銘
酒

も
。
「
能
登
の

味
を
地
酒
と
地

の
器
で
楽
し
め

る
贅
沢
を
満
喫
し
て
ほ
し

い
」
（
大
向
社
長
）
。

▽
海
游

能
登
の
庄
は
石

川
県
輪
島
市
大
野
町
ね
ぶ
た

温
泉
。
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エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
ー
ル
前
に
は
春
の
高
山
祭

が
描
か
れ
た
ス
テ
ン
ド
ア
ー
ト

輪
島
塗
の
器
で
旬
の
食
材

大
切
な
人
と
極
上
の
時
間
を

別
邸
和
室

輪
島
塗
の
器
で
海
の
幸
を
楽
し
め
る

http://www.sarugakyo.net/main/
http://www.inatoriso.com/
http://www.maruei55.com/
http://www.takinogawa.net/onsentop.html
http://kokonoe.entetsu.co.jp/
http://www.enraku.com/
http://www.takayama-gh.com/
http://www.notonosho.co.jp/

